
（　単位：千円　）

1
新
規

産
業
振
興

福島市産業活力向上支援事業 福島市 ソフト 1,665 1,248

地域産業の６次化を牽引する担い手の育成や商品開発、販路確保の支
援により、農業の復興を加速化させるための取組を実施した。
①推進体制構築及び福島市６次化実態調査の実施
②人材育成支援のためアドバイザーの設置及びふくしま市食と農の交流
会の開催（２回）
③食品加工産業創出研究会の開催（６回）

H30.4～H31.3 福島市

2
新
規

教
育
・
文
化

「国見ホイスコーレ」プロジェクト 国見町 ソフト 9,503 7,125

国見町を世代を超えた学びの町へと進化させ、未来の町を担う人材を育
成するため、３つのカリキュラムを柱に学びの場づくりを展開した。
①国見カスタムラボ（企画の立案、実施。高校生から若者が対象。19回、
のべ195名参加）
②プロジェクト学習（主体的に学ぶ機会として実施。中高生が対象。６回、
のべ80名参加）
③短期ホイスコーレ（合宿型研修。高校生以上が対象。１回、15名）

H30.4～H31.3 国見町

3
新
規

観
光
振
興

里山で地域を元気に。地域の
交流人口増プロジェクト

川俣町 ソフト 1,161 870

すべての避難指示区域が解除された川俣町の里山を活用した観光振興、
地域コミュニティの活性化を図った。
①里山おもてなしガイドの養成（19名）を実施。
②花塚山への案内看板設置や清掃登山、PRをする。

H30.4～H31.3 川俣町

4
新
規

国
際
交
流

国際交流から始める復興・地域
創生推進事業

大玉村 ソフト 14,078 10,000

ペルーと台湾を訪問し国際交流を通じた人材育成を図るとともに「人・モ
ノ・情報」の交流を展開した。
①ペルーマチュピチュ村（27名）との交流事業
②台湾桃園市蘆竹区（37名）との交流事業

H30.4～H31.2
大玉村、ペルー、

台湾

5
継
続
２

産
業
振
興

人も企業も輝くにほんまつ　復
興人材確保事業

二本松市 ソフト 838 628

若年層の市内企業への関心を高め復興人材を確保することを目的とした
取組を実施した。
①企業・事務所の魅力発見バスツアーの実施（３回）
②安達地方企業就職ガイダンスの開催（１回、起業35社・高校生197名参
加）

H30.6～H31.3 二本松市

6
継
続
２

教
育
・
文
化

伊達市復興まちづくり事業 伊達市 ソフト 909 681

震災・原発事故による風評被害を払拭し、地域産業の復興につなげるた
め、復興を担う人材の育成を図った。
①「だてな太鼓まつり」への県内の高校太鼓部の招待による県内高校生の
交流事業

H30.4～H30.10 伊達市

7
継
続
２

国
際
交
流

未来へつなげる　もとみやグ
ローバル化事業

本宮市 ソフト 12,703 9,527

震災以降の支援の関係により、復興「ありがとう」ホストタウンとなった英国
を訪問するなど、国際交流を通じた人材育成を図った。
①中学生の英国への派遣（中学生12名、随行８名）
②国際理解講演会の実施（全小中学校10校１回ずつ＋市民向け１回）
③英国交流情報発信

H30.4～H31.3 本宮市、イギリス
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8
継
続
３

情
報
発
信

こおり未来のチカラ　観光復興
PRプロジェクト

桑折町 ソフト 11,171 8,378

風評払拭と震災の風化防止のため、、集客力のある企画・催事等の実施
や、多彩な観光情報など効果的な情報発信を図った。
①著名人による文化講演会の開催（１回）
②こおり満福まつり（若者向けイベント）の開催（１回、16,500名来場）

H30.4～H31.2 桑折町

52,028 38,457累計


